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第 1 章，序論では，過去の航空機事故事例をとりあげ，その発生の原因分析から，ヒューマンエラーと HFを明らかに
し事故発生に至るまでのフ。ロセスにそのそれぞれを位置づけた。また本諭文で用いる用語について定義づけ，特にヒ
ューマンエラー研究について，その研究の流れと内容について解説した。さらにヒューマンエラーの発生メカニズムを















した。分析の結果，エラーを誘発させる要因として「急ぎJ í動作の中断J í他の考え事J íì注意の転導」等を見出し























第 7章，調査 2 では調査者側から作業員に対して働きかけを行う，すなわち作業員がこれまでの経験から得ているで
あろう災害に関与する HF についての知識，経験を呼び起こすような手がかりを与え，それを呼び水として HF の分析
に有効なインシデント事例を無理なく再生してもらう，との手法を用いて行った。手がかりとしてはこれまでの事故分









第 8章，調査 3 では，作業省略の主要な要因である「急ぎJ í面倒J í思い込み」という心的状況性が生起する背景条
- 43 ー
件の明確化とそれによって生じる具体的な事故内容の検討，そしてその心的状況性のコントロールにまで及んだ対策の
検討を QCサークル活動において行った。調査は 327サークルで行われ，その結果急ぎの背景条として 1 ， 225 例，面倒
















本論文は 9章からなり，大きくは 3部に分けることができる。第 l の部分では認知心理学的ヒューマン・エラー研究
を概観するとともに用語の説明と定義を行っている。第2の部分では日常生活でのヒューマン・エラーを日誌法を用い






の結果，作業や確認の省略の主な背後要因として， I急ぎj ， I面倒j ， I思い込み」が明らかにされた。
さらなる問題は， I急ぎj ， I面倒j ， I思い込み」の背後要因はいかなるものかということである。このために， 327 の





エラー研究では，主として第 l のレベルに留まっているが，当論文では実際の作業場面研究から，さらにその背後の 2つ
の原因レベルを明らかにしたものである。また，当研究の成果は電力会社での全社的ヒューマン・ファクター・トレー
ニングとして活用されている。
本委員会は当論文を，ヒューマン・エラーの学術研究として先駆的，理論的であり，かつ実際的なものとして高く評
価し，博士(人間科学)の授与に十分に価するものと判断する。
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